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茨城町第４次行政改革大綱・
実施計画策定
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健康増進課（保健センター）８月の予定
日 曜日  事業名   　　　　　　受付時間
1
5
13
19

22
25
26

29

金
火
水
火

金
月
火

金

大腸がん検体回収（6, 26日も実施）申込者対象
健康診査結果説明会　ゆうゆう館（20日も開催）
健康相談
健康診査結果説明会　桝原新農村集落センター
　　　　　　　　　　長洲公民館
2歳児歯科検診
健康診査結果説明会　宮ヶ崎新農村集落センター
健康診査結果説明会　木部東部新農村集落センター
　　　　　　　　　　上飯沼新農村集落センター
乳児健康診査

  8:30～10:00
13:00～13:30
  9:00～11:30
  9:30～10:00
13:00～13:30
13:00～13:30
13:00～13:30
  9:30～10:00
13:00～13:30
13:00～13:30

 

熱
中
症
を
予
防
し
て
、

 　
　
　
　

暑
い
夏
を
元
気
に
！

　

夏
も
本
番
と
な
り
、
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
特
に
、
７
月
〜
８
月
は
熱
中

症
の
発
生
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
熱
中
症

と
、
そ
の
予
防
に
つ
い
て
知
り
熱
中
症
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

◎
熱
中
症
◎

　

熱
中
症
と
は
、
気
温
・
湿
度
が
高
い
な
ど

の
環
境
条
件
と
、
体
調
不
良
な
ど
個
人
の
体

調
に
よ
る
影
響
が
組
み
合
わ
さ
り
、
脱
水
状

態
や
、
体
温
調
節
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と

が
原
因
で
起
こ
る
体
の
様
々
な
症
状
の
総
称

で
す
。
熱
中
症
は
、
少
し
の
心
掛
け
で
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
熱
中
症
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
〇

・
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
の
ど
が
渇
く
前
の
水
分
補
給
を
）

・
暑
さ
を
避
け
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
服
装
の
工
夫
や
、
涼
し
い
時
間
に
外
に

出
る
な
ど
）

・
室
内
で
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
（
扇
風

機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
て
室
温
調
整
し

ま
し
ょ
う
）

・
寝
不
足
や
、
体
調
が
良
く
な
い
と
感
じ
る

日
は
要
注
意
！

　

特
に
、
子
供
は
体
温
の
調
節
機
能
が
未
熟

な
た
め
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
も
体
温
を
下
げ

る
た
め
の
身
体
の
反
応
が
弱
く
な
っ
て
お

り
、
自
覚
の
な
い
ま
ま
熱
中
症
に
な
る
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

み
ん
な
で
熱
中
症
を
予
防
し
て
、
元
気
に

夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

No.260

健康増進課
（保健センター）
　札
240-7134

　

毎
年
８
月
は
、
牛
乳
が
大
量
に
ダ
ブ
つ

い
て
し
ま
う
の
が
生
産
者
と
乳
業
会
社
で

問
題
に
な
る
そ
う
で
す
。
夏
休
み
の
間
学

校
給
食
が
な
い
の
で
、
給
食
用
牛
乳
分
が

余
っ
て
し
ま
う
の
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

余
剰
の
た
め
特
売
な
ど
で
安
く
な
る
牛

乳
を
、
夏
バ
テ
防
止
に
役
立
て
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

牛
乳
は
栄
養
成
分
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
豊

富
に
含
ん
で
い
ま
す
。
特
に
カ
ル
シ
ウ
ム

は
牛
乳
を
300

　

ml
飲
め
ば
一
日
の
摂
取
量

の
半
分
近
く
を
補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
魚
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
も
カ
ル
シ
ウ
ム
を

多
く
含
ん
で
い
ま
す
が
、
吸
収
率
は
牛
乳

の
方
が
２
倍
以
上
高
く
、
し
か
も
他
の
食

品
よ
り
安
価
で
す
。

 

そ
の
う
え
牛
乳
は
免
疫
力
を
高
め
て
夏

バ
テ
の
予
防
や
回
復
に
役
立
ち
、
牛
乳
に

含
ま
れ
る
ア
ミ
ノ
酸
は
鎮
静
作
用
が
あ
っ

て
睡
眠
不
足
を
解
消
し
て
く
れ
ま
す
。

 

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
牛
乳
で
す
が
、
私

は
飲
む
と
お
腹
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
し
ま
う

の
で
子
ど
も
の
頃
か
ら
嫌
い
で
し
た
。
日

本
人
は
牛
乳
の
消
化
吸
収
が
苦
手
な
体
質

の
人
が
多
い
そ
う
で
、
そ
の
人
は
代
用
品

と
し
て
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
チ
ー
ズ
を
食
べ
る

と
か
、
牛
乳
を
少
量
ず
つ
飲
む
と
良
い
そ

う
で
す
。

　

ま
た
、
牛
乳
に
は
適
量
摂
取
で
消
化
器

系
ガ
ン
や
骨
粗
し
ょ
う
症
の
リ
ス
ク
を
下

げ
る
研
究
結
果
が
あ
り
、
私
も
牛
乳
嫌
い

を
返
上
し
て
進
ん
で
毎
日
飲
も
う
と
思
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
飲
み
過
ぎ
は
糖
質
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
過
多
に
な
る
の
で
、
大
人
は

コ
ッ
プ
一
〜
二
杯
が
適
量
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
牛
乳
と
い
え
ば
、
新
潟
県
三

条
市
が
「
米
飯
給
食
に
合
わ
な
い
」
と
の

理
由
か
ら
試
験
的
に
給
食
か
ら
牛
乳
を
廃

止
す
る
と
発
表
し
て
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
日
本
栄
養
士
会
な
ど
か

ら
「
牛
乳
は
児
童
の
成
長
期
の
健
康
維
持

に
必
要
」
と
反
対
が
あ
り
ま
し
た
。
賛
否

両
論
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
何
よ
り
子
ど
も

た
ち
の
健
康
第
一
に
慎
重
に
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
私
は
牛
乳
必
要
派
で
す

が
、
皆
さ
ん
は
ど
う
お
考
え
に
な
る
で

し
ょ
う
か
？

奥
様
レ
ポ
ー
タ
ー　

金
子　

真
弓
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　行政改革推進審議会の審議を経て、正式に「茨
城町第４次行政改革大綱」「茨城町第４次行政改
革大綱実施計画」を決定しました。
　本大綱及び実施計画は、町ホームページまたは
役場総務課窓口（平日の午前８時半～午後５時
15分）で閲覧いただけます。
　今後は本計画に基づき行政改革を進めてまいり
ます。また、毎年度の進捗状況を広報紙及び町ホー
ムページで公表していきます。

【問合せ先】総務課　☎240－7125

　茨城町消防本部では、平成23年５月より救急
支援車による救急支援を実施しております。今年
度は平日の水・木・金曜日の午前８時30分から
午後５時30分までの運行。
　重症症例に対し、水戸医療センターの医師が救
急の現場に出動し治療を行います。医師が早期に
治療を開始することにより救命率の向上につなが
ります。
　また、茨城県が運航するドクターヘリについて
は毎日運航しておりますが、要請が重複した場合
や気象状況によっては出動できないことがありま
す。

【問合せ先】消防本部　☎292－1515

行政改革推進審議会の審議を経て 正式に「茨

茨城町第４次行政改革大綱・茨城町第４次行政改革大綱・
実施計画策定実施計画策定

茨城町第４次行政改革大綱・
実施計画策定

《
短
歌
》

（
評
）
岡
山
さ
ん―

青
田
に
と
っ
て
大
事
な
ミ
ネ
ラ
ル

が
那
珂
川
か
ら
届
い
て
い
る
と
い
う
。
上
石
崎
の
あ
る

地
区
で
は
、
那
珂
川
の
水
を
利
用
し
て
水
田
を
管
理

し
て
い
る
と
聞
く
。
中
島
さ
ん―

「
倦
む
」
は
「
あ

き
れ
る
」「
つ
か
れ
る
」
の
意
。
西
風
さ
ん―
「
嚥
下
」

は
エ
ン
ゲ
。
飲
み
く
だ
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
ホ
ト
ト

ギ
ス
が
濃
霧
を
飲
み
、
元
気
を
貰
い
声
高
ら
か
に
鳴
い

て
い
る
。
自
然
と
は
あ
り
が
た
い
。
高
田
さ
ん―
花

盛
り
の
ア
ジ
サ
イ
は
、
こ
の
句
の
よ
う
に
塀
を
越
え
て

咲
き
、
ど
ち
ら
の
花
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

（
評
）
河
野
さ
ん―

新
聞
の
連
載
小
説
に
、
夏
目
漱

石
の『
こ
こ
ろ
』の
登
載
が
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。『
こ

こ
ろ
』
は
大
正
三
年
頃
に
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
、
丁
度
百
年
前
の
こ
と
。
今
度
は
、
そ
の

頃
の
読
者
の
孫
世
代
あ
た
り
が
読
む
の
だ
ろ
う
か
。
興

味
の
あ
る
素
材
で
あ
る
。中
島
さ
ん―

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
、

日
本
国
中
が
期
待
し
て
応
援
し
た
が
惜
敗
。
四
年
後

に
は
勝
っ
て
ほ
し
い
。
二
宮
さ
ん―

孫
を
訪
ね
て
の
帰

り
、
気
持
ち
が
下
の
句
に
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

○
那
珂
川
の
ミ
ネ
ラ
ル
届
く
青
田
か
な

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

煙
青
空
の
高
さ
に
倦
み
て
実
梅
落
つ

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

煙
不
如
帰
朝
霧
嚥
下
声
響
く

西
風　

次
郎（
常　

井
）

　

風
涼
し
天
竜
川
の
舟
下
り

清
水　

操（
馬　

渡
）

　

鯉
は
ね
て
水
輪
ひ
ろ
が
る
梅
雨
晴
間

道
川　

た
い（
南
川
又
）

　

紫
陽
花
の
日
毎
色
増
す
雨
上
が
り

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

　

孫
が
来
て
開
け
閉
め
は
げ
し
冷
蔵
庫

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

初
螢
子
ら
の
歓
声
群
が
り
ぬ

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

短
夜
の
軒
下
に
鳴
く
鳥
の
声

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

塀
越
え
て
咲
け
り
隣
の
濃
紫
陽
花

高
田　

宗
雄（
大　

戸
）

○
読
む
人
も
時
代
も
移
り
て
漱
石
の

『
こ
こ
ろ
』連
載
朝
刊
を
待
つ

河
野　

久
子（
昭　

和
）

煙
惜
敗
の
悔
し
さ
発
条
に
四
年
後
の
Ｗ

杯
へ
と
全
力
疾
走

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

煙「
ま
た
く
る
ね
」孫
ら
と
別
れ
惜
し
み

つ
つ
沈
む
夕
日
が
追
い
か
け
て
く
る

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

庭
の
隅
紫
色
の
茄
子
の
花
露
に
光
り

て
初
夏
呼
び
寄
せ
る

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

満
開
の
バ
ラ
の
香
り
に
包
ま
れ
て
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
夕
日
が
沈
む

　

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

　

我
が
友
は
雨
の
降
る
中
初
物
の
朝
穫

り
野
菜
数
多
持
ち
呉
る

　

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

用
水
路
さ
ら
さ
ら
流
る
音
優
し
緑
深

ま
る
田
ご
と
潤
す

　

鶴
町
あ
い
子（
常　

井
）

　

紫
陽
花
の
枝
葉
に
似
合
わ
ぬ
花
咲
け

る
雨
に
撓
み
て
土
に
塗
れ
る

　

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

　

父
の
日
に
届
い
た
子
か
ら
の
贈
物
夏

の
ズ
ボ
ン
に
便
り
を
添
え
て

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

　

母
の
日
に
赤
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
数
本

を
今
年
も
息
子
相
変
わ
ら
ず
に

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

《
俳
句
》

ば　
 

ね

う
る
お

ま
み

う

え
ん  

げ

ほ
と
と
ぎ
す

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所
氏
名

明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２ 

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
０
）
７
１
２
６

��


